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１ 改築の経過 

（２） 改築に向けた取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H29.7

H31.3

▲現杉一小敷地で、小学校のほか、阿佐谷地域区民センター
や産業商工会館、阿佐谷児童館の複合施設を改築・複合化
する計画について、関係者で意見交換

H28.3
杉並第一小学校等複合施設整備に係る

基本構想・基本計画 策定

H28.8

病院と地権者から、
病院のけやき屋敷
への移転改築の意
向が区に示される

H29.5 杉並第一小学校等
施設整備等方針 策定

阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針 策定

阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画 策定

R1.8 阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業 施行認可

R２.3 阿佐ヶ谷駅北東地区地区計画 策定

H29.6 阿佐ヶ谷駅北東地区におけるまちづくりの推進に関する協定書 締結

R5.8、
10

～けやき屋敷への病院移転、病院跡地への杉一
小移転、杉一小跡地に複合施設を建設し、産
業商工会館の機能等にぎわいの施設を設ける
計画

～病院及び杉一小の移転並びにこの実現に向け、土地区画整理事業や地区計画、杉一馬橋公園通り拡幅計画を規定

～阿佐ヶ谷駅北東地区のほか南阿佐ヶ谷駅周辺を含めた阿佐ヶ谷地域の
まちづくりの方向性を示す方針

～地区計画制度や用途地域変更、高度地区の変更等を見据えた阿佐ヶ谷
駅北東地区のまちづくり計画

～宅地の利用増進や公共施設の整備改善などを図るため実施する土地区
画整理事業の開始 （区・地権者・病院運営法人３者の共同施行）

～地域の防災性・安全性の向上やみどりの保全・創出、土地の合理的利
用や魅力的な街並みの誘導等を進めるための計画の策定

～これまでの取組を振り返るとともに、区民の皆さまからご意見をうかがうため開催

H27.7

H28.2

杉並第一小学校改築・複合化
検討懇談会 開催（７回）

～懇談会での意見を踏まえ、
屋上校庭とする案を区として決定

杉一小現地改築・複合化

杉一小移転改築等

R5.12

地
域
・
保
護
者
の
皆
さ
ま

Ａ案

Ｂ案

▲中間まとめの段階、方針案の段階、方針修正案の各段階
で、地域・保護者等への説明会を実施。併せて、改築・
複合化検討懇談会委員や、産業関連団体、まちづくり団
体との意見交換を実施。

▲オープンハウス（４日間）、
意見募集

▲意見交換会（８回）、オープ
ンハウス（９日間）、計画案
報告会、意見募集

▲杉並区まちづくり条例に基づく
土地利用構想説明会、公告・縦
覧・意見書、公聴会

▲オープンハウス（４日間）、素
案説明会、原案説明会、公告・
縦覧・意見書提出、案説明会

阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくりを振り返る会 開催

区・地権者・病院

～区から２者(地権者・病院)に対して、
杉一小の病院跡地への移転と、周辺
の道路基盤整備、みどりの保全・創
出の取組等を一体的に行う手法の検
討を提案し、３者で協議・検討

各種団体等との意見交換・阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくりオープンハウス・パネル展示

～

～子どもの声・教職員アンケート、あさがやまちづくりセッション(テーマ：杉一小） 等

R6. 4

杉並第一小学校改築基本方針・基本計画 策定R6. 9

杉並区立杉並第一小学校併設１施設移転改築工事設計等業務委託 着手R7. 1

R7. 9

杉並区立杉並第一小学校改築検討懇談会

（１） 改築に至る経緯 

明治 8 年に開校し、今年度、創立 150 周年を迎えた杉並第一小学校は、長い歴史と伝統

を持ち、地域の教育力を組織化した学校支援本部との協働による特色ある教育活動が全国

的にも高く評価されている学校です。 

一方で、昭和 32 年から順次鉄筋コンクリート造に建て替えられた既存校舎も、現在築

67 年を経過しつつあり、老朽化に伴う改築時期を迎えています。 

当初、区では、平成 26 年 3 月に「区立施設再編整備計画（第一期）（平成 26 年～33 年

度）・第一次実施プラン（平成 26 年～30 年度）」を策定し、杉並第一小学校等複合施設と

して、その第一次実施プランの具体的な取組の一つとして計画化し、阿佐谷地域に存在し、

学校と同様に老朽化等の課題がある阿佐谷地域区民センター及び産業商工会館の集会関

連機能を集約することを基本に、学校の老朽改築に合わせて移転・複合化による整備を図

ることとしました。 

しかし、平成 28 年に、近隣の総合病院とけやき屋敷の地権者から、病院のけやき屋敷へ

の移転改築の意向が区に示され、当該計画と合わせた道路基盤整備等に区が参画し、杉並

第一小学校を総合病院跡地周辺地に移転改築することで、将来に向けた教育環境の向上、

首都直下地震発生の切迫性を踏まえた地域の防災性の向上及び土地利用の見直しによる

民間と連携したにぎわいの創出などを総合的に考慮し、平成 29 年 5 月に「杉並第一小学

校等施設整備等方針」を策定し、土地区画整理事業に含め、必要な認可や地区計画の都市

計画決定などを行っていく運びとなりました。 

その後、区は「阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針」を策定し、8 回の意見交換会、4 回の

オープンハウスを開催し、地域の方々の意見を伺い反映させ、平成 31 年 3 月に、方針を

踏まえた具体の計画である「阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画」を策定しました。 

また、令和元年から、都市計画法やまちづくり条例に基づく説明会等の手続きを経て、

阿佐ヶ谷駅北東地区地区計画等の都市計画決定をするとともに、土地区画整理事業の施行

認可を取得して仮換地指定を行い、区民の意見を伺いながら丁寧に事業を進めるととも

に、令和 6 年 4 月から、学校関係者、地域関係者、学識経験者等で構成する「杉並第一小

学校改築検討懇談会」を開催し、改築基本方針の策定をとおしてプロポーザル方式により

設計事業者を選定し、平面計画等を含む改築基本設計の策定に向けて取り組んでまいりま

した。この度、これまでの検討状況を踏まえて、まとめを行うものです。 
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２ 杉並第一小学校の沿革 

 年  表  

 

 

 

 

 
明治 8 年 

第一大学区東京府管内第三中学区第九番公立桃園
とうえん

学

校第一番分校として、馬橋清見寺を仮校舎に充てて

開設。 児童数   55 名 

 

明治 9 年 

独立して桃野
と う や

小学校となった。(創立) 

 

明治 17 年 

現在地に新校舎を建築し移転。 児童数  122 名 

 

明治 35 年 

桃
とう

野
や

尋常高等小学校と改称。 児童数 1,959 名 

 

明治 43 年 3 月 

父兄懇談会・学芸会・展覧会を開催。(以後毎年) 

6 月、教室不足のため、18 坪の校舎一棟を増築。 

 

大正 2 年 

36 坪の校舎 1 棟を増築。 

 

大正１3 年 

北校舎西寄りの 4 教室を増改築。 

 

大正 14 年～15 年 

旧校舎の紙障子をガラス障子に、欄間をガラスに 

改修。 

8 月、杉並第一尋常高等小学校と改称。徽(き)章を

制定。 

9 月、現東棟校舎北寄 6 教室を増改築。12 月、仮 

校舎としてきた天祖神社社務所を返却 

西校舎 2 階建ての 8 教室を増改築。 

平屋旧校舎を元農園であった敷地へ移転し、草ぶき

屋根をトタンぶきに改修 

 

 年  表 

 

 

 

 

 

 
昭和 13 年 

杉並第一尋常小学校となった。 児童数 1,008 名 

 

昭和 22 年 

杉並区立杉並第一小学校と改称。 

 

 

昭和 32 年 

RC 造化への改築工事開始され、現西校舎 3 階建て

から順次改築。 

 児童数 1,140 名 

 

昭和 40 年 

RC 造化校舎の改築が進み、プールを整備し完成。 

 児童数  629 名 

昭和 43 年 

防球ネットの設置。 

 

 

昭和 50 年 

創立 100 周年を迎え、記念碑建立。 

 児童数  690 名 

昭和 52 年 

体育館の舞台やトイレなどを増築。 

 児童数  710 名 

平成 4 年 

給食室と校庭を改修し、コンピュータ教室を整備。 

 児童数  365 名 

平成 23 年 

耐震補強工事完了。 

 児童数  422 名 

令和 7 年 

杉並区立杉並第一小学校併設１施設移転改築工事設

計に着手。 

 児童数  314 名 

創立 150 周年 
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３ 杉並第一小学校の既存校舎の規模と整備時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地面積 校舎面積
運動場面積
（有効） 体育館面積 プール

杉一小 5,805㎡ 3,788㎡ 約1,800㎡ 544㎡ 25m×10.5m

区内小学校
平均 9,345㎡ 5,520㎡ 約4,300㎡ 745㎡ －

＜現在の校舎規模等＞

門

門

門

門

公道門

10 ｰ 5 10 ｰ4
10 ｰ 2
(1F～4F)

1  ｰ 1

2  ｰ 2

2  ｰ 1 4

10 ｰ 1

教室棟

管理・教室棟

屋 体

運 動 場

倉庫

指導員詰所

砂

登

ジ

動
池

う

ス
テ
ー
ジ

8 倉庫

5 倉庫 2  ｰ 3

6 ポンプ室

3

物

10 ｰ4 (4F)

S35

S32

S36

S36

S40

プ
ー
ル

R3 H5
従前木造校舎 

昭和３２年 RC 造 西校舎完成 

昭和３５～３６年 RC 造 北校舎・体育館完成 

昭和４０年 屋外プール完成 

平成２３年 校舎耐震補強工事完了 

令和 ３年 給食室減増築工事 

各校舎の整備時期 

現在の校舎規模等 
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４ 移転用地 

（２） 移転用地 ※Ｃ街区内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 案内図 

阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業等における区域変更、道路拡幅や新設・廃止等と

合わせて行われ、街区形状が変わるため、右凡例のとおり計画街区をＡ～Ｃに３分割して

図示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A街区 

C 街区 

B 街区 

①－1 5,078 ㎡ 

①－2 1,347 ㎡ 

③ 296 ㎡ 

④ 94 ㎡ 

合計 約 6,815 ㎡ 

 

③ は民有地を借り上げて用地とする。 

・街区点（計画） 

A街区 現在の杉並第一小学校を含む新街 

C街区 移転後の杉並第一小学校を含む新街区 

B街区 移転後の総合病院を含む新街区 

JR 阿佐ヶ谷駅 

杉並区役所 

①－1 

①－2 

5,078㎡ 

1,347㎡ 

③ 
296㎡ 

④ 

94㎡ 
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５ 土地区画整理事業による土地の区画形質の変更 及び 都市計画情報 

阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業等における区域変更、道路拡幅や新設・廃止等と

合わせて行われ、街区形状が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画情報（用途地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

用途地域 

（東京都決定） 
建ぺい率 容積率 

敷地面積の 

最低限度 高度地区 
防火地域及び 

準防火地域 

① 商業地域 80％ 500％ ― ― 防火 

② 近隣商業地域 80％ 300％ ― 第 2 種 準防火 

③ 
第一種中高層 

住居専用地域 
60％ 300％ 60 ㎡ 第 2 種 準防火 

④ 
第一種中高層 

住居専用地域 
60％ 300％ 60 ㎡ 第 2 種 準防火 

 

 

 

 

 

 

 

変
更
後 

廃止道路 

土地区画整理事業 

事業区域 

杉並第一小学校 
けやき屋敷 

総合病院 

新設道路 

杉並第一小学校 

移転用地 

変
更
前 

 【令和3年地図：Ｃ街区は学校用地に合わせて表記、歩道状空地部含む】 

 

凡 

例 

周辺区道 
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６ 土地区画整理事業・地区計画による道路・歩道の整備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区画整理区域内の道路は、幅員６ｍ以上を確保し

ます。 

また、各施設の敷地内に歩道状空地（2.0～2.5

ｍ）を確保することで、歩行者の安全性、利便性

の向上を図ります。 

道    路 

歩道状空地 

（ ＋ ） 歩道状空地による拡幅長 

＋数値 道路の拡幅長 一方通行 

(2.5m+)6.4m 

一方通行 

(2.5m+)6.0m 
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令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

総合病院

整 備

杉一小
移転改築

杉一小
跡地

道路工事

令和11年度 令和12年度

総合      

4    

       

 総合    

旧総合      (         )

3    

2    

    新校舎  

   新校舎
    

    

   旧校舎
    

７ 杉並第一小学校の移転改築と土地区画整理事業・地区計画スケージュール（予定）  

旧 杉並第一
小学校

総合病院

新 総合病院

[建設]

新設3号道路（北側）

[建設R06年度]

旧 杉並第一
小学校

新総合病院

総合病院

[解体]

新設
3号道路
（南側）

[建設]

旧 杉並第一
小学校

区道

[廃止]

新総合病院

４号道路拡幅

[建設]暫定歩道

[建設]

新総合病院

新 杉並第一
小学校

[建設]

旧 杉並第一
小学校

新 杉並第一
小学校

２号道路拡幅

[建設]

新総合病院
旧 杉並第一
小学校

[解体]
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(１) 目的 

杉並第一小学校の改築に当たり、校舎改築における基本的な方針に関すること、校舎改

築の基本設計に反映する必要な事項に関することについて、広く意見を聴くこと。 

(２) 委員名簿 

団体名等 氏名 団体名等 氏名 

首都大学東京 名誉教授 深尾 精一 学校運営協議会 岡田 円治 

早稲田大学 創造理工学部 

建築学科 教授 
高口 洋人 学校運営協議会 竹越 不可止 

震災救援所 近藤 浩 学校運営協議会 松尾 純一 

阿佐谷地区町会連合会 田中 昭一 杉並第一小学校ＰＴＡ 遠藤 美穂子 

阿佐谷北一丁目町会 宇都野 正朔 杉並第一小学校ＰＴＡ 長谷川 篤男 

阿佐谷北二丁目町会 佐藤 文夫 杉並第一小学校ＰＴＡ 武田 幸彦 

阿佐谷北三丁目町会 徳田 紀美子 学童クラブ保護者 松嶋 彩 

進交会 細田 宗宏 校長 山口 祐美子 

学校支援本部 伴野 博美 副校長 杉田 英昭 

学校運営協議会 村上 徹也 副校長 小島 昭博 

※ 青少年委員については空位 

 

(３) 区事務局 
 

教育委員会事務局 学校整備・支援担当部長 都市整備部 まちづくり担当部長 

教育委員会事務局 学校整備課長 都市整備部 拠点整備担当課長 

教育委員会事務局 学校整備担当課長 危機管理室 防災課長 

教育委員会事務局 学校支援課長 子ども家庭部 学童クラブ整備担当課長 

教育委員会事務局 学校整備課 

   教育施設計画推進担当係長 
都市整備部 市街地整備課 拠点整備係長 

教育委員会事務局 学校支援課 

   新しい学校づくり担当係長 

子ども家庭部 児童青少年課 

計画調整担当係長 

(４) 懇談会の開催状況 

回数 主な議題 開催日 

1 小学校の特色・概要、改築に至る経緯の説明 令和６年４月１９日 

2 事例見学（桃井第二小学校、杉並第二小学校） 
５月２８日 

６月 ３日 

3 基本方針（たたき台）について ６月２６日 

4 基本方針（最終案）検討と改築規模等について ８月 ５日 

5 設計者平面計画等（たたき台）提示・説明 令和７年１月２８日 

6 配置・平面計画の検討（校舎配置案（たたき台）） ２月２８日 

7 配置・平面計画の検討（校舎配置案） ４月２１日 

8 配置・平面計画の検討（校舎配置（最終案）） ５月１９日 

9 配置・平面計画の検討（諸室配置案） ６月２７日 

10 配置・平面計画の検討・基本設計（案）（たたき台） ７月２９日 

11 基本設計まとめ（最終案） ９月 ２日 

 

 

 

 

８ 杉並第一小学校改築検討懇談会 
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９ 小学校標準建物面積と杉並第一小学校の児童数等の将来見込 

(１) 児童数・学級数の推移   1989年～2025年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 今後の見込み 
 

 

 

 

 

 

 

（１）の児童数・学級数の推移のとおり、平成元年から現在までの間は、12～15 学級で変動しており、

（２）の今後の見込みのとおり、当面は増加傾向が予想されている。 

学区域には阿佐ケ谷駅もあり、人口密度が高い地域でもあることから、少子化の流れの中でも児童数が

増となる時期があることを想定する必要がある。 

このため、過去 10 年で 15 学級となったこともあることから、12～15 学級での推移を見込み、普通教

室は 15 室を整備することとする。 
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学級数児童数（人） 児童数 学級数

杉一小推計 令和７年度※現在 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

児童数(人) 314 329 330 334 360

学級数 12 12 12 12 12
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１０ 子どもの声アンケート ・ あさがやまちづくりセッション（テーマ：杉一小） 

「楽しい学校づくり」をメインテーマに「杉一小のどんなところが好きか」、「どんなと

きに楽しいと思うか」「自分が学校をつくるとしたらどんな学校にするか」を副題として、

自由記述形式（口頭含む）で行ったアンケート調査。回答を「好きなこと」、「興味がある

こと」、「行ってほしいこと（希望・提案）」に大別し、施設や設備等にかかるハード面と、

授業や給食の内容などソフト面に分類し、改築基本計画に取り込んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和 6 年 7 月初旬に児童配布のタブレットなどを使用して調査を実施   

  １~２年生：口頭による聞き取り   

  ３~４年生：手書回答アンケートのデータ取込   

  ５~６年生：キーボードによるテキスト回答   

 

 

施設や設備への意見や提案など             良いところや好きなこと、興味があること 

     

 

 

 

 

 

       

あさがやまちづくりセッションは、阿佐谷のまちの課題・将来像についてさまざまな方

の思いをくみ取り、話し合い、共有・協働し、みんなでつくる新たなまちづくりの取り組

みです。話し合うテーマを区民の皆様とのワークショップで決める「テーマ自由形」と、

区から行政課題の検討などに向けて話し合うテーマを指定する「テーマ指定型」があり、

「テーマ：杉一小」として 2 回開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しい学校づくりって

何だろう？

たの がっこう

なん

杉一小は校舎が古くなったので、校舎をたてかえます。

みんなは、たてかえられた新しい学校が

どんな学校だといいと思いますか？

すぎいちしょう こうしゃ ふる こうしゃ

あたら がっこう

がっこう おも

①杉一小のどんなところが好きですか？

どんなときに楽しいと思いますか？

②自分が学校をつくるとしたら

どんな学校にしますか？

すすぎいちしょう

たの おも

がっこうじぶん

がっこう 楽しい学校って

どんな学校？

がっこう

がっこう

たの

１ ２ ３

参加児童数  約 300人 

１回目 参加者 24 人 

令和６年６月９日（日） 

14：00～16：15 

杉並区役所第５・６会議室 

ワークショップ形式 

 意 見（抜粋） 

 杉並区をリードする小学校になってほしい 

 世界のモデルになるデザイン等一流で一番の小学校 

 あさがお活動の継続(駅近)、地元商店街との社会勉強提案

催し物に小学校を取り込む(七夕まつり、ジャズフェスティ

バル)お祭り等地域住民との関わりを持てる様なイベント、

イベントでの関わりを大切に 

２回目 参加者 37 人 

令和 7 年 1 月 31 日・2 月 1 日 

17：00～20：00、9：00～12：00 

杉並区産業商工会館 展示室 

オープンハウス形式 

 意 見（抜粋） 

 非常に良い機会であると思います。今後も継続していただ

きたく。 

 展示を見て、新しい校舎のイメージがよくわかった。それに

しても、スペースが少いのが残念！ 

 小学校の建設について非常に科学的に行われているのに驚

きました。皆が誇れるような利用しやすい建設をしてほし

いですね。雨の処理に驚きました。 

降った雨を貯留槽にため、その水上ビルの上から流し緑あふ

れる小学校にしてほしい。冷房も省エネになると思う。 

 

自由意見 1641フレーズより上位集約 
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・子どもたちと地域
の防災教育と意識向
上に活かせる施設と
する。

・発災時に迅速かつ
安全に避難できる施
設とする。

・防災井戸やマンホ
ールトイレを備える
等、震災救援所とし
て必要な整備をする。

・浸水被害を抑止し、
防災拠点として、地
域との連携が速やか
に行える施設とする。

・校内に必要な備蓄
品を確保する。

取組

多様な施設・設
備を活用し、賑
わいのあるまち
と共生し、多世
代が学び合える
施設とする。

目標８

地域と共に歩んで
きた伝統と特色を
継承し、子どもを
真ん中に地域との
かかわりを広げ、
次代を創る学びに
柔軟に対応できる、
持続可能な造りと
する。

目標７

・子どもたちを守る
防犯カメラ等の安全
設備を設け、充実し
たセキュリティｰを
備える。

・諸室の配置や造り、
収納スペースの充実
は、教職員の働きや
すさも考慮する。

・冷水機や簡易に腰
掛けられる場所等を
要所に設けるととも
に、リラックスでき
る環境を整備する。

・緑豊かで安心して
通れる歩行者空間を
整備する。

子どもたちが自
ら考え判断する
力を伸ばし、進
んで学び、充実
して過ごすこと
ができる学習環
境を整備する。

目標１

自他を尊重し、
あたたかく人間
性豊かで、多様
な体験を子ども
たちに提供でき
る教育環境を整
備する。

目標２

子どもたちが明
るく活発に、の
びのびと心と体
の健康づくりに
主体的に取り組
めるような活動
の場を整備する。

目標３

安全に配慮し、
高いセキュリテ
ィーを備え、子
どもたちや教職
員が安心して快
適に過ごせる環
境を整備する。

目標４

自然に配慮し、
周辺地域と調和
した、環境にや
さしい施設と設
備とする。

目標６

自然災害に備え

た堅牢で安全な

場を確保し、防

災拠点としての

機能が十分に発

揮される施設と

する。

目標５

・全ての子どもたち
が学び合い、可能性
を引き出す個別最適、
協働的な学びとなる
多様な学びのスタイ
ルに適応できる施設
とする。

・学校図書館や理科
室等の特別教室を、
子どもたちの好奇心
を刺激する造りにす
る。

・ICT教育環境の充
実と、円滑な授業運
営に対応できる基盤
を整備する。

取組

・ZEB(ネット・ゼ
ロ・エネルギー・ビ
ル)化やエコスクー
ル等に対応し、環境
教育にも配慮した施
設とする。

・景観と調和し、花
と緑を楽しめる空間
を整備する。

・自然環境との調和
に配慮し、武蔵野の
屋敷林の面影が残る、
自然教育に適した場
を創出する。

・周辺地域の住環境
に配慮した施設とす
る。

取組

・学年を超えた交流
ができ、地域の力を
活かした杉一小らし
い、学びと憩いの空
間を設ける。

・光、風、緑を感じ、
木の温かみが実感で
きる造りとする。

・多文化共生とユニ
バーサルデザインに
配慮した施設とする。

・命の尊さを伝え、
自然観察にも繋がる
動植物と触れ合える
場を拡充する。

・歴史と伝統に相応
しい、杉一小の顔と
なる場を設ける。

取組

・防塵機能を備えた、
広く良好な環境の校
庭整備を行うなど、
子どもたちがのびの
びと運動し、羽を伸
ばせる空間を設ける。

・ジュニアバンド等
の活発な音楽活動や
資機材の運用にも耐
えうる、防音に対応
した十分なスペース
を設ける。

・思い切り体を動か
して利用できる遊具
を充実させる。

・更衣室やロッカー
等、子どもたちの自
立につながる空間や
環境を整備する。

取組 取組

・学校を支える地域
の関わりと、活動支
援の促進を図るため、
関係諸室を充実させ
る。

・地域が子どもたち
と共に歩き支える
すぎっ子くらぶや放
課後の居場所となる
場を整備する。

・児童数や教育カリ
キュラム等、将来の
変化に対応できる柔
軟性を確保する。

・文学と文化が息づ
く阿佐谷のまちと調
和した学び舎とする。

取組

・子どもたちの学び
と区民の多様な学び
が共存できるよう、
子どもたちの活動に
支障をきたさない諸
室配置と動線確保を
行う。

・駅に近い利便性を
活かして、多様な利
用者を想定し、区民
の学びや交流の場と
しても活用できる施
設計画とする。

・阿佐谷ｼﾞｬｽﾞｽﾄﾘｰﾄ
等、イベントで利用
できる、地域に開か
れた施設とする。

取組

災害に強く、防災の要と
なり、持続可能な自然環
境に配慮した施設とする。

ビジョン２

世代を超えて多様な区民が出

会い、自発的で協働的な関係
が広がる学びを創造できる場

にする。

ビジョン３

豊かな教育環境を目指し、子どもたち

一人ひとりが輝ける、安全で安心な

学び舎をつくる。

ビジョン１

、地域とともに学びを創造する
オンリー１があふれる学びのプラットフォーム 杉一小

１１ 杉並第一小学校改築基本方針 
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区では、当該工事を進めるにあたり、杉並区立杉並第一小学校改築検討懇談会を立ち上

げ、学校関係者、在校児童、地域住民の声を集約し、基本方針を検討し策定しました。 

これらの意見と基本方針が示す目指すべき学校像を具現化し、工期順守を確実に履行

し、これからの時代にふさわしく、更には将来を見据えた小学校の整備を行うため、理解

と知識があり、高度な技術力と豊富な経験を有する設計者の手で設計を行ために本工事設

計等業務について、プロポーザル方式（公募型）で受託者を選定しました。 

 

（１） 選定委員名簿 

職 名 等 氏  名 

首都大学東京 名誉教授 深尾 精一（会長） 

早稲田大学 創造理工学部 建築学科 教授 高口 洋人 

東京学芸大学こどもの学び困難支援センター 准教授 入江 優子 

杉並建築会 林  美樹 

杉並区教育委員会事務局 次長 岡本 勝実 

杉並区教育委員会事務局 学校整備・支援担当部長 髙山  靖 

杉並区都市整備部 部長 中辻  司 

（２） 選定経過 

令和 6 年 9 月 5 日  選定委員会の設置 

 9 月 11 日  公募開始 

 10 月 7 日  公募締切り 

 10 月 28 日  第一次審査（書類審査）（３事業者） 

 12 月 15 日  
第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング審査） 
受託者候補者の選定 

     

（３） 選定事業者 

株式会社日総建 

東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目 34 番 14 号 

（４） 参加事業者と審査結果 

株式会社 日総建、株式会社 三上建築事務所、株式会社 横河建築設計事務所 

 

第一次審査 

 

書類審査 

評価項目 配点 A社 B社 C社 

経営状況等 24 15 21 24 

社会課題、労働環境への配慮 16 8 10 8 

応募者の同種、同類の実績 36 31 27 35 

ZEB 化等実績 8 6 4 8 

総括責任者等の資格及び実績 24 24 24 24 

基本方針の理解と意欲 40 31.14 29.43 33.57 

第一次審査合計 148 115.1 115.4 132.6 

（評価点/配点合計） 100% 77.8% 78.0% 89.6% 
      

第二次審査 

 

プレゼンテーション 

ヒアリング 

ビジョン１の技術提案評価 48 31.3 38.6 40.7 

ビジョン２の技術提案評価 24 15.4 19.3 21 

ビジョン３の技術提案評価 24 16.3 21 21 

課題取組と解決、工程等の効率性等 36 24.3 31.1 31.6 

工費削減、縮減 20 12.9 17.6 17.7 

総合評価 60 37.9 49.3 52.1 

第二次審査合計 212 138.0 176.9 184.1 

（評価点/配点合計） 100% 65.1% 83.4% 86.9% 

      

第一次審査・第二次審査 総計 360 253.1 292.3 316.7 

（評価点/配点合計） 100% 70.3% 81.2% 88.0% 

 

１２ 杉並区立杉並第一小学校併設１施設移転改築工事設計等業務委託公募型プロポーザルの実施 



 

基本設計まとめ（最終案） 令和 7 年 9 月 2 日版  14 

 

Ａ　　　　　校舎病院側案 Ｂ　　　　　校庭病院側案 Ｃ　　　　　その他１ Ｄ　　　その他２（１の左右逆）

No 　項　　目 条　　件

1 床面積 プールは屋外

・約7700㎡（プール除く）
・まとまりのある校舎配置となることで、廊下面積が少ない。
・全ての普通教室前にワークスペースを設ける余地あり。

・約7800㎡（プール除く）
・まとまりのある校舎配置となることで、廊下面積が少ない。
・階が増えるため、階段等の面積が多い。
・一部にワークスペースを設ける余地あり。

・約7800㎡（プール除く）
・横に長い校舎となることで、廊下面積が多い。
・一部にワークスペースを設ける余地あり。

・約7800㎡（プール除く）
・横に長い校舎となることで、廊下面積が多い。
・階が増えるため、階段等の面積が多い。
・一部にワークスペースを設ける余地あり。

2 階数
建築面積2700㎡
以下

・５階(屋上プールの更衣室と機械室が５階) ・６階(屋上プールの更衣室と機械室が６階) ・５階(屋上プールの更衣室と機械室が５階) ・５階(屋上プールに加え一部特別教室、更衣室、機械室が５
階)

3 普通教室配置
十分な日照のある
位置に配置

・校庭向きに15室、窓は東北向き。 ・校庭向きに15室、窓は西南（病院側）向き。 ・校庭向きに15室、窓は東南向き。 ・校庭向きに15室、窓は西北向き。

4 普通教室採光
・午前の採光は良。午後にかけて陰る。 ・午前は陰る。午後の採光は良。西日が入る ・午前の採光は良。午後にかけて陰る。 ・朝方の採光は良。午後から陰る。

5 児童昇降口
・昇降口は正門に近い。校庭外の昇降口前スペースを広くで
き、広い雨除け整備も可。

・昇降口は正門から遠い。校庭外の昇降口前スペースも狭い。
広い雨除けは整備できない。

・昇降口は正門に近い。校庭外の昇降口前スペースを広くで
き、広い雨除け整備も可。

・昇降口は正門から遠い。校庭外の昇降口前スペースも狭い。
広い雨除けは整備できない。

6 高低差
・校舎周辺は大きな高低差なし。 ・校舎周辺に高低差あり、階段等が必要。 ・校舎南側は周囲と大きな高低差がないが、北側は高低差が

あるため、階段等が必要。
・校舎南側は周囲と大きな高低差がないが、北側は高低差が
あるため、階段等が必要。

7 車両出入口
給食用に車両出入
口を１箇所整備

・道幅11mの病院側道路からの車両出入。 ・道幅9ｍの住居側道路からの車両出入。 ・道幅11mの病院側道路からの車両出入。 ・道幅11mの病院側道路からの車両出入。

9 広さ
既存1800㎡×
1.5倍以上

・約2,700㎡　※現校庭の1.5倍 ・約2,630㎡　※現校庭の1.46倍 ・約2,070㎡　※現校庭の1.15倍 ・約2,250㎡　※現校庭の1.25倍

10 トラック
100mトラックと
50m走路

・100mトラックと50m走路。 ・100mトラックと50m走路。 ・80ｍトラックと50m走路。 ・80ｍトラックと50m走路。

11 日照

・冬季、午前中は良。午後にかけて陰る。
・春にかけて日照は改善し、１５時でも半分程の日照がある。

・冬季、常に一部又は概ね全体が陰る。
・春にかけて日照は改善し、１５時でもほぼ全域で日照がある。

・冬季、午前中は良。午後にかけて陰る。
・春にかけて日照は改善するが、１５時の日照は1/3程度。

・冬季、常に一部又は概ね全体が陰る。
・春にかけて日照は改善し、１５時でも2/3以上日照がある。

12 見通し
・普通教室、職員室等から全周を確認できる。 ・普通教室、職員室等から全周を確認できる。 ・普通教室、職員室等から全周を確認できる。 ・校庭の端の確認がし難い。

13 車両アクセス

校庭整備用に車両
出入口を１箇所整
備

・北側一方通行道路のみ。
・高低差が小さい為、アクセスし易い。

・西側相互・一方通行道路に面する。
・高低差が小さい為、アクセスし易い。

・南側一方通行道路のみ。
・高低差が大きい為、アクセスし難い。

・北側一方通行道路のみ。
・高低差が小さい為、アクセスし易い。

14 校舎からの音
・住居に隣する教室開口部が少なく、音の影響は最も少ない。
特別教室は病院側。

・特別教室等が住居側に開口部を多く有する。ブラスバンドな
どの練習に対し配慮が必要。
・給食調理室の運用にも住居への配慮が必要。

・特別教室等が北住居に隣して開口部をある程度有する。廊
下でのプラスバンド練習は配慮が必要。

・校舎の特別教室等が南住居に隣して開口部をある程度有す
る。廊下でのプラスバンド練習は配慮が必要。

15 校庭からの音・砂埃
・住居に対しては、図中の左右、上の3方に漏れやすい。 ・住居に対しては、図中の左右の２方に漏れやすい。

なお、拡声器は病院棟の反響に配慮を要する。
・住居に対しては、図中の上・右の２方に漏れやすい。 ・住居に対しては、図中の上・左の２方に漏れやすい。

16 日影
・冬季　朝に北西の一部住居に影がかかる。 ・冬季　北西から影がかかり、夕方の北東は広範囲にかかる。 ・冬季　北西から北東にかけて影がかかる。 ・冬季　北西の一部と、夕方に北東に長く影がかかる。

17 街との関わり
・学校正面口は中杉通り方向。
・正門前に屋根のあるまちかど広場を設置できる。

・学校正面口は北西側住居方向。
・正門前は校舎と校庭で段差があり、屋根のある広場の整備は
難しい。

・学校正面口は北西側住居方向。
・正門前は狭いが、校舎のピロティで屋根のある広場を整備
できる。

・学校正面口は西側住居方向。
・校庭確保のため正門前は狭くなるため、屋根のある広場の
整備は難しい。

18 避難所アクセス

体育館 ・校舎が西側相互通行道路に面するため、人、車両共にアクセ
スが容易。
・体育館に向かって道路面はやや上勾配。高台に向かって避
難。

・校舎が北側一方通行道路に面するため、車両にアクセス制限
が出る。
・体育館に向かって道路面は下勾配。低地に向かって避難。

・校舎が南側相互通行道路に面するため、人、車両共にアクセ
スが容易。
・体育館に向かって道路面は上勾配。高台に向かって避難。

・校舎が南側相互通行道路に面するため、人、車両共にアクセ
スが容易。
・体育館に向かって道路面は上勾配。高台に向かって避難。

19 浸水対策
校舎及び体育館 ・想定浸水深からみて高い地盤側を中心に校舎を建てて対

策。
・校舎1階が想定浸水深よりかなり低く、止水板等による対策
が必要。

・想定浸水深からみて高い地盤側から低い位置にかけて校舎
を建てるが、高い面に校舎１階を合わせて対策。

・想定浸水深からみて高い地盤側から低い位置にかけて校舎
を建てるが、高い面に校舎１階を合わせて対策。

20 雨水流出抑制

・校庭が敷地内で低い位置にあるため、校庭への一時貯留や
雨水貯留浸透施設の効果が出やすい。

・校庭が敷地内で高い位置にあるため、校庭への一時貯留や
雨水貯留浸透施設も、東側には効果が出にくい。
・校庭を切り下げる場合、道路面に1ｍ前後の段差ができる。

・校庭が敷地内で低い位置にあるため、校庭への一時貯留や
雨水貯留浸透施設の効果が出やすい。

・校庭が敷地内で低い位置にあるため、校庭への一時貯留や
雨水貯留浸透施設の効果が出やすい。
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校舎配置案

※敷地右上端の最も地盤面の低い場所を基準
とします。

※赤字は第6回懇談会資料からの変更箇所を

示します。

１３ 校舎配置案ごとの特徴比較 

採用 



 

基本設計まとめ（最終案） 令和 7 年 9 月 2 日版  15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校舎配置検討案 Ａ ※採用案 

水害ハザードマップ重ね図 冬至日による日影比較図 
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校舎配置検討案 Ｂ 

水害ハザードマップ重ね図 冬至日による日影比較図 
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校舎配置検討案 Ｃ 

水害ハザードマップ重ね図 冬至日による日影比較図 
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校舎配置検討案 Ｄ 

水害ハザードマップ重ね図 冬至日による日影比較図 
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１４ 学校校庭の人工芝整備 

 

学校校庭については、安全性が高く、砂塵や土埃の抑止に優れた人工芝を導入します。 

（１） 土系舗装 

適度に硬く、屋外競技全般に向くほか、釘打ちや火の使用等、運動用途以外の自由度が

高い。表層管理を怠ると雑草発生、表層の剥がれや硬化、降雨後の軟弱化がおこり、運用

に支障があり、校内、近隣への砂塵及び土埃の被害が発生しやすい。 

 【土系舗装の砂塵事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 23 区小学校の運動場舗装状況 
 

 

 

 

 

 

※「東京都における小中学校施設の現状」より 

 

 

（３） 土系舗装と人工芝の特徴比較 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 整備時の留意点 

① マイクロプラスチック防止のため充填材は使用しない。また、千切れたパイルが下水
に流れないよう、排水口に集塵器を設け、外構要所に飛散防止ネット等の整備を検討。 

②  芝（パイル）の千切れを抑えられるよう、肉厚の超高耐久ポリエチレン製品を検討。 

③  静電気対策で、校庭にアース機能のある手摺等を、暑さ対策はスプリンクラーを検討。 

④  運用に必要なラインのペイント。また、人工芝素材を傷めないラインマーカー導入を
検討。 

※校庭での光景

※太陽光の反射ではなく
全て校庭からの砂埃

※周辺路上に堆積した校庭
からの砂

令和６年度 令和３年度

クレイ舗装 ※黒土・真砂土・荒木田等の土系舗装を含む 39校 37 校

ダスト舗装 ※土にグリーンダスト・石灰岩ダスト等混合 431校 453 校

オールウェザー ※ゴムチップ・ウレタン舗装 147校 147 校

天 然 芝 36校 38 校

人 工 芝 154校 140 校

2 3 区 合 計 8０7 校 815 校
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１５ 諸室配置（案） １階及び校庭 
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２階 及び ３階 
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４階 及び ５階 （屋上） 
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１6 立面・断面図 
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１７ 昇降口から大階段を見る内観イメージ 


